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学
会
行
事

☆
秋
期
総
会
は
、
学
園
祭
の
諾
行
事
に
協
力
の
意
味
も
含
め
て
、
記
念

　
講
演
会
の
開
催
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
え
た
。

　
　
講
演
会
　
時
十
一
月
八
日
午
後
一
時
－
四
時

　
　
　
　
　
　
所
　
研
心
館
三
階

　
　
　
　
一
、
経
済
埋
諭
の
歴
史
灼
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
大
学
助
教
授
　
　
横
　
山
　
正
　
彦

　
　
　
　
一
、
経
営
臼
主
体
の
理
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
、
ゾ
大
学
教
一
以
　
　
竹
中
棺
　
雄

☆
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
学
会
貝
汀
志
の
懇
剃
の
機
会
と
、
頃
日
学

　
会
の
た
め
に
樋
々
の
竹
折
を
願
つ
て
い
る
学
榔
班
斑
職
以
や
人
文
科

　
学
研
究
所
な
ら
び
に
会
片
課
の
万
々
の
労
牟
。
ね
ぎ
ら
う
微
菰
、
〃
、
こ
め

　
て
、
公
ろ
十
一
月
甘
一
日
（
日
曜
口
）
、
奈
良
、
法
隆
寺
方
而
に
エ
ク

　
ス
カ
ー
ジ
っ
ン
を
行
つ
た
。
多
数
の
参
加
希
望
者
が
あ
つ
た
に
・
。
拘

　
ら
ず
、
一
定
人
貝
に
隈
ら
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
”
」
こ
と
は
、
企
面
者
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
（
七
七
二
）

　
と
し
て
は
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
つ
た
。

★
杜
会
見
学

　
第
十
五
回
（
十
月
十
三
日
）
　
　
新
日
本
電
気
大
津
工
場

　
第
十
六
回
（
十
月
廿
一
日
）
　
　
大
阪
産
業
経
済
新
聞
大
阪
本
杜

経
商
研
究
会
例
会
報

第
四
十
二
回
（
九
月
廿
八
日
）

　
　
景
気
変
動
理
論
に
つ
い
て
の
一
批
判

第
四
十
三
回
（
十
一
月
九
日
）

　
　
四
十
四
年
手
稿
よ
り
資
本
諭
初
版
ま
で

　
　
　
　
　
１
経
済
学
と
哲
学
の
関
係
－

第
四
十
四
回
（
十
一
月
十
六
日
）

　
　
近
世
裟
民
欠
落
考

第
四
十
五
回
（
十
一
．
Ｈ
三
十
日
）

　
　
銀
行
資
本
の
一
考
察

浜梯阿ト
一
｝
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，
口

ト
件

牧

正
明
　
秀
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